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空
知
川
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（
一
）

朝
も
や
に
包
ま
れ
し
、
空
知
川

そ
の
川
面
は
見
え
ず
、
唯
、
流
る
る

水
の
音
が
、
こ
だ
ま
す
る

い
に
し
え
の
、
語
り
部
よ

今
日
は
何
を
語
る

眩
し
く
光
が
反
射
さ
れ
し
、
空
知
川

そ
の
川
面
は
見
え
ず
、
唯
、
怪
し
く

陽
炎
が
、
踊
る

映
る
は
、
夢
か
幻
か

今
日
は
何
を
映
す

紅
葉
が
絵
画
の
ご
と
く
写
さ
れ
し
、
空
知
川

そ
の
川
面
は
見
え
ず
、
唯
、
万
華
鏡
を

覗
く
み
た
い
に
、
怪
し
く
漂
う

落
葉
が
、
夢
を
抱
き

大
海
に
、
向
か
っ
て
流
れ
ゆ
く
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（
二
）

雪
に
包
ま
れ
し
、
空
知
川

そ
の
川
面
は
見
え
ず
、
唯
、
そ
の
上
を

う
さ
ぎ
が
、
走
り
ぬ
け
て
ゆ
く

白
き
使
者
よ

私
の
便
り
、
中
味
は
何
か

四
季
折
々
の
風
景
の
中
の
君
よ

或
る
時
は
荒
ら
荒
ら
し
く

或
る
時
は
静
寂
に
流
れ
ゆ
く

雨
上
が
り
に
は
、
虹
の
橋
を
掛
け
て
貰
い

夜
空
に
、
星
が
輝
く
時

星
達
は
、
川
面
に
降
り
て
水
遊
び

永
遠
に
、
北
の
大
地
を

流
れ
ゆ
く
、
空
知
川
だ
か
ら
、
だ
か
ら
、
私
よ
、
今
は
、
泣
く
だ
け
泣
く
と
い
い
。
無
垢
な
子
供

に
も
ど
っ
て
。
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尾
　
安
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昭
和
二
十
年
生
ま
れ
　
六
十
八
歳

無
職
（
主
婦
）

北
海
道
芦
別
市
上
芦
別
町
在
住


